
新発田市文化団体連合会加盟団体
■絵画部門 ──────────
〇下越美術会　　　〇藤美会
〇阿賀北美術協会　〇白悠会
〇新発田美術会
■工芸・彫塑部門 ───────
〇樹の会　　　〇七宝瑠璃の会
〇火窯会　　　〇夢陶会
■書道部門 ──────────
〇書道一期会　〇書道二期会
〇書道三期会　〇創笔会
■写真部門 ──────────
〇日本写真会新発田支部
〇フォート・しばた
〇デジタルフォトクラブしばた
■華道部門 ──────────
〇雪洲流木葉会　
〇いけばな和泉会
〇古流新和会
〇華道家元池坊新潟下越支部
〇小原流木蓮会　〇成月流宝幸会
〇池坊　みどり会
■茶　　道 ──────────
〇表千家流宗月会　
〇石州流清閑会
〇石州流越後怡渓派翠濤会寸真会
〇石州流桂風会　〇裏千家淡友会
〇石州流越後怡渓派翠濤会菖水会
〇石州流越後怡渓派翠濤会寸松会
〇茶道 宗徧流 芝蘭会

■洋　　楽 ──────────
〇新発田市合唱連盟
〇新発田市音楽文化協会
〇コンコルディア・ムジカ合奏団
〇ピアノアソシエイツ
■ジャズ・ポピュラー ─────
〇MFC
　（ミュージック・ファン・クラブ)
■邦　　楽 ──────────
〇山田流箏曲松濤會
〇山田流美すず会
■演　　劇 ──────────
〇しばたIRORIの会
■民謡（踊）──────────
〇新発田民謡保存会
〇民謡中田会
〇新発田相撲甚句会
〇日本民謡文化伝承教室
■吟　　詠 ──────────
〇日本国風流詩吟新潟県地区本部
〇日本国風流吟舞新潟県地区本部
〇日本国風流詩吟国悠会
〇詩吟神風流濤声会
〇神風流吟道協会豊吟会
■能　　楽 ──────────
〇新発田観世同好会
■郷土芸能 ──────────
〇職人町獅子保存会

■マジック ──────────
〇ニューマジックシバタ
〇新発田マジッククラブ
■舞　　踊  ──────────
〇こまどり会
〇菖舞会　○新発田若泉会
〇フラダンス教室 
　フイイア オ カフラ
■趣　　味 ──────────
〇新発田盆栽会
〇新発田自採石愛好会
■レクリエーション ──────
〇日本棋院新発田支部
〇新発田ラジコンクラブ
〇JARL新発田クラブ
〇日本将棋連盟新発田支部
〇碁楽会
〇新発田市朝のラジオ体操会
■文　　芸 ──────────
〇俳句ときわ会　
〇川柳しばたの会
■一般教養 ──────────
〇新発田与茂七を偲ぶ会
〇大倉喜八郎の会
〇しばたミュージアム
　設立推進市民会議
〇青山杉作を偲ぶ会

新発田市文化団体連合会は
新発田の文化芸術を
応援しています

受賞おめでとうございます。当会役員が市民表彰を受賞しました。長年の活動に感謝申し上げます。
市民表彰（教育・文化の向上）　　藤間　殖さん　　内田　恭子さん

市民表彰

みなさんも新発田に文化の明かりを大きく灯しませんか。

敬
老
会
へ
出
前
講
座

新
発
田
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

神
田　
　

博

身
近
な
文
化
芸
術
を
お
届
け
す
る
一

環
と
し
て
、
昨
年
十
一
月
四
日
、
西
園

町
二
丁
目
町
内
会
の
行
事
へ
講
師
と
し

て
派
遣
さ
れ
、
笑
顔
と
驚
き
、
感
動

い
っ
ぱ
い
の
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
の
猿
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
は
五
十
名
の
出
席
者
に
よ
り
敬

老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
前
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
マ
ジ
ッ
ク
を

ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
、
驚
き
の
声
や
拍

手
、
そ
し
て
実
際
に
マ
ジ
ッ
ク
に
参
加

し
て
も
ら
う
な
ど
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

帰
り
の
際
に
は
拍
手
で
見
送
ら
れ

「
あ
の
ハ
ト
は
本
物
で
す
か
。
ハ
ト
は
ど

こ
へ
消
え
た
の
」
な
ど
質
問
も
あ
り
大

変
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　絢爛豪華な蔵春閣で、この日のために特別に作られた創作和菓子を席主が点てたお茶とともに
お楽しみください。
日 時：2025年３月16日（日）10時～ 15時30分（最終受付　15時）
会 場：蔵春閣　１階（新発田市諏訪町1-9-20）
担当席主：石州流越後怡渓翠濤会寸真会　内田　社中
呈 茶 券：500円（抹茶・和菓子・入場料込み）前売券、当日券同額
前 売 券： 新発田市民文化会館で販売中。（平日のみ９時～ 17時）先着200枚
　　　　  （当日券あり）
■ 主催／新発田市文化団体連合会、新発田市（文化行政課文化芸術振興室）
■ 駐車場は、イクネスしばた第２・第３駐車場をご利用ください。
■ お問い合わせ、前売券販売所／新発田市民文化会館　新発田市中央町４-11-7
　（電話0254-26-1576）平日９時～ 17時

茶会　蔵春閣　呈茶席

しばた
ひなびらき
３月２日（日）

～３月28日（金）

同時
開催

インスタグラムはこちら

出 前 講 座

　令和６年度は、次の団体が市民の皆さまと文化芸術の交流を深めました。しばた文化芸術出前講座

　市内の保育園、幼稚園、小・中学校、子供会、育成会、老人クラブ、敬老会など、どなたでもお気軽にご
相談ください。鑑賞会、実演会、体験会、出前コンサートなど、みなさん一緒に文化芸術を楽しみませんか。
　メニューはこのほかにもたくさんご用意しております。お問い合わせください。
ご利用は無料です。ご相談お申し込みはお気軽に。
■新発田市文化団体連合会事務局　文化芸術振興室
■新発田市中央町4-11-7（新発田市民文化会館内）　電話26-1576

［美術（絵画）部門］
　阿賀北美術協会
［伝統文化（茶道）部門］
　表千家流宗月会
　石州流越後怡渓派翠濤会菖水会

［音楽（ジャズ・ポピュラー）部門］
　MFC橙
［演劇（演劇）部門］
　しばたIRORIの会
[マジック（マジック）部門]
　新発田マジッククラブ

[民謡・舞踊等（民謡（踊））部門]
　民謡中田会
[一般教養（一般教養）部門]
新発田与茂七を偲ぶ会

詳しくはこちら▶

新発田市文化団体連合会　

◎発行者／新発田市文化団体連合会
　　　　　新発田市中央町 4-11-7 新発田市民文化会館内（事務局  ☎ 26-1576）
◎表紙題字／「会報」時田　伍郎

◎会報編集委員
　池田　純夫／井上　隆／伊藤　啓子／田中　正夫／小竹　敏夫
　板倉　敏郎／片山　優子／斉藤　明子／長谷川　利子（つなぐプロジェクト）
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記念号

おかげさまで50号を
迎えることができました



最優秀賞

新
発
田
の
文
化
が
す
ご
い

●昭和46年度
　 新発田市文化団体連合会の前身の新発
田市文化団体連絡協議会設立
●昭和53年度
　 新発田市文化団体連合会と改名
　 加盟団体150団体
●昭和58年度
　 文化講演会が始まる
　 以降平成30年まで35回開催
　 第１回講師に神津善行さん、その後、小
沢正一さん、水上勉さん、金田一春彦さ
んなど名だたる著名人をお迎えした
●平成10年度
　 城下町四百年記念下越演劇協会共催公演
　 「秘聞　菖城の碑」上演
●平成17年度
　 合併記念事業開催
　  「新生新発田ふるさとの文化を紹介する
展示会」開催
新発田市：明治・大正期の絵画、陶器
旧豊浦町：陶器、明治・大正期の絵画
旧紫雲寺町：紫雲寺潟干拓物語上演
旧加治川村：縄文時代の貴重な発見『青田遺跡』

　　　　　　同時開催：「青田遺跡講演会」
●平成18年度
　 「第１回新発田市所蔵アートコレクショ
ン展」開催
　 「佐藤哲三となかまたち」大倉宏氏講演会
　 現在の新発田市所蔵作品展に名称を変
えながら現在まで開催を継続中

●令和元年度から令和２年度
　 新型コロナウイルスのため活動を限定
●令和３年度
　 会報を《わっと！しばた》にリニューアル
　 新発田市全戸配布とし発信力を高める
　 「しばた文化芸術出前講座　～文化芸術
アウトリーチ事業～」を開始し、現在も
継続中
●令和４年度
　 姉妹都市、長野県須坂市と文化交流
　 「新邦楽舞踊若泉会」、「民謡中田会」参加
　 「文化団体連合会活性化検討プロジェク
ト　～つなぐプロジェクト～」発足
　 新発田市ジュニア展に審査員の派遣を
継続中
●令和５年度
　 蔵春閣とアートのコラボレーションを
開始・継続中
●令和６年度
　 引き続き上記の取り組みを行い、皆様
に芸術文化を配信中

文化団体連合会の
あゆみ

特  集
第
50
号
記
念
号
ご
挨
拶

新
発
田
市
文
化
団
体
連
合
会
会
長　
　

池
田

純
夫

新
発
田
市
文
化
団
体
連
合
会
会
報
は

今
回
で
第
50
号
記
念
号
の
発
刊
と
な
り

ま
し
た
。
創
刊
号
発
刊
以
来
、
会
報
を

発
行
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
歴
代
の
編
集

委
員
の
皆
様
、
会
報
に
記
事
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、
愛

読
い
た
だ
い
た
皆
様
の
お
か
げ
さ
ま
で
す
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

弊
会
は
文
化
活
動
の
健
全
な
る
発
展
と
、
新
発
田
市
の
芸
術

文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
加
盟
団
体
が
連

携
・
協
力
し
な
が
ら
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

会
報
第
47
号
か
ら
は
私
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
文
化
活
動
を

も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
な
っ
て
「
輪
に
な
る
」、「
わ
っ
と
歓
声
が
あ
が
る
」、

「
新
発
田
の
文
化
の
明
か
り
」
を
繋
げ
る
と
の
思
い
か
ら
、
愛

称
を
「
わ
っ
と
!
し
ば
た
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
皆
様
に

お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。
会
報
が
市
民
の
皆
様
ど
う
し
や
多
世

代
交
流
の
場
、
出
会
い
の
場
に
な
る
よ
う
発
信
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

今
後
と
も
新
発
田
市
文
化
団
体
連
合
会
活
動
に
対
す
る
一
層

の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

第
50
号
記
念
号
発
行
に
よ
せ
て

新
発
田
市
教
育
長　
　
　

工
藤

ひ
と
し

新
発
田
市
文
化
団
体
連
合
会
の
会
報

誌
第
50
号
発
行
に
際
し
、
新
発
田
市
教

育
委
員
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
ひ

と
こ
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

貴
団
体
の
前
身
と
な
る
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
の
設
立
が
昭

和
46
年
、
現
在
の
文
化
団
体
連
合
会
に
改
名
さ
れ
た
の
が
昭
和

53
年
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
世
の

流
れ
の
中
で
、
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
な
が
ら
大
切
な
も
の

を
守
り
つ
な
い
で
い
く
に
は
見
え
な
い
苦
労
も
あ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

半
世
紀
に
も
わ
た
る
長
い
間
、
芸
能
・
絵
画
・
音
楽
・
華
道
・

茶
道
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
ジ
ャ
ン
ル
の
文
化
活
動
の
「
要
」
と

な
り
、
新
発
田
市
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
寄
与
し
て
こ
ら
れ
た

貴
団
体
の
情
熱
と
努
力
に
、
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

皆
様
の
活
動
が
綴
ら
れ
た
会
報
誌
は
、
そ
の
あ
ゆ
み
を
記
録

し
次
の
世
代
へ
と
伝
え
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
新

発
田
市
の
文
化
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
50
号
と
い
う
重
み
を

改
め
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
、
文
化
団
体
連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
か

ら
願
い
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

心
閑
か
に
し
て
目
を
遠
く
見
よ
（
世
阿
弥
）

新
発
田
観
世
同
好
会　
　
　

永
井

正
樹

町
村
合
併
を
繰
り
返
し
、
昭
和
三
十
九
年
に
新
発
田
市
公

民
館
が
企
画
し
四
十
年
か
ら
書
道
、
生
け
花
、
茶
道
、
民
謡
、

詩
吟
、
謡
曲
等
の
教
室
が
開
催
さ
れ
た
。
教
室
期
間
終
了
後

鶴
亀
寛
師
が
希
望
者
の
稽
古
を
自
宅
で
始
め
た
。
四
・
五
十

年
代
は
会
員
も
多
く
盛
会
で
あ
っ
た
が
、
今
は
七
・
八
人
と

先
細
り
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
ど
の
会
も
同
じ
よ
う
で
、
ど
の

よ
う
に
し
て
伝
統
文
化
を
守
っ
て
行
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

胎
内
市
の
小
学
校
で
謡
や
仕
舞
の
体
験
会
な
ど
も
開
催
し
て

い
る
。

さ
て
、
新
発
田
市
芸
能
音
楽
祭
「
能
楽
鑑
賞
会
」
は
新
発
田

市
民
文
化
会
館
、
新
発
田
市
文
化
団
体
連
合
会
の
前
身
で
あ
る

連
絡
協
議
会
の
主
催
で
昭
和
四
十
六
年
に
第
一
回
と
し
て
開

催
、
途
中
名
称
が
変
わ
り
つ
つ
現
在
に
至
る
が
、

来
場
者
も
減
っ
て
き
て
お
り
誠
に
残
念
で
あ
る
。

あ
な
た
も
心
機
一
転
、
謡
を
挑
戦
し
て
み
て
は

い
か
が
…
。
中
学
や
高
校
で『
羽
衣
』や『
隅
田
川
』

な
ど
を
習
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。
日
本
語
の

美
し
さ
、
先
人
の
文
章
の
う
ま
さ
に
改
め
て
感
心

さ
せ
ら
れ
る
。
能
や
謡
曲
の
も
つ
密
や
か
な
、
し

か
も
醒
め
た
緊
張
に
身
を
潜
め
る
の
も
い
い
の
で

は
。

蔵
春
閣
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
が
二
年
目
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
も
各
団
体
が
作
品
展
示
、
文
化
公
演
を
行
い
大
変
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
文
化
を
つ
な
ぎ
、
文
化
の
新
し
い
体
験
、
感
動
を
市
民
の
皆
さ
ま
へ
お
届
け
し
ま
す
。

会報第50号によせて

■ねこ展 in 蔵春閣
作家　古川　敏郎さん　　　　　　　

　この度、新発田市の重要な文化財のひとつである蔵春閣での展示メン
バーの一人として参加させていただきありがとうございました。
　蔵春閣プレオープンの時に拝観させていただいた時から、その豪華な
装飾と重厚な建築に圧倒されていました。その蔵春閣で彫刻の展示をす
るということで声をかけていただきましたが、当初から蔵春閣の空間で
何かを新たに展示することは難しいことだと思っていました。床から壁、
天井まで全てが華やかな装飾で埋め尽くされている空間に、どんなもの
を展示したら作品が生きるのだろうか？と悩みました。
　結果的には私も含めて参加者各自が日頃の制作を展示するに留まった点では、今後
に課題が残ったと思います。
　しかし、蔵春閣での初めての立体美術の展示が伝統工芸の展示ではなく（工芸品なら
ば馴染むところを）、むしろポップで現代的な内容であったことは挑戦的であったと思
いますし、企画された方々の意欲は来館者に伝わったのではないかと思っています。
　今後も利用者が、「蔵春閣の空間を意識した利用方法」を考えていったならば、そこ
から新しい発信に繋がるのではと思います。

■ねこフェス in 文化会館

・アーティストがつくる猫展示、販売
・新発田市教育支援センター車野校　作品展示
・「推しにゃん写真グランプリ」コンテスト
・まちなか猫アートスタンプラリー

■ふるさと民謡 in 蔵春閣
新発田民謡保存会　会長　井上　良廣
　「城下町しばた」に相応した、新名所、目を見張る歴史的建造物での
民謡公演の依頼を受けて会員一同身の引き締まる思いで準備を整え、
昨年11月23日（土・祝）に午前と午後の２回、２階大広間において唄わ
せて頂きました。きらびやかな室内装飾を見ながら、遠い昔から伝わ
る素朴な生活の中から生まれた歌詞で唄われる民謡が果たして、聞い
ている客席の皆様に、どの様に感じたか心配しましたが、沢山の拍手
をいただき嬉しく思いました。又の機会を戴き、ぜひ参加を望みます。

　　　　　

かっていた、いもむしが
きれいなちょうになった。

二葉小学校　３年
石
いし

嶋
じま

結
ゆう

正
せい

蔵春閣と文化の拠点である市民文化会館で
「ねこイベント」「ねこイベント」同時開催 市全体を点ではなく

面でつなぐ仕掛けづくり

会報50号から振り返る

文化会館で「ネコな物」が集まる
イベントを同時開催

■新発田市ジュニア展
受賞絵画作品展 in 蔵春閣
―自由な発想　輝く個性―

回
と
し
て
開

、は』の心しで

7月12日金～17日水

7月14日日

11月23日土・●祝

2月7日金～18日火





ファイル無害化サービス 


 


ファイルは、無害化処理により削除されました。





